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757 高カポルト引張接合・長締め形式に関する研究
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1 . まえがき

高カポルトに輯力を導入し、それを接手として利用するいわゆる商カポルト引張接合は、道路橋示方告で

は、ポルトの許容応力度、絲め付け力、接手部の剛性、応力状態を11)]らかにするならば使用することは差し

支えがないとしている。一方、道路橘示方召の規定に準じながら設計を進める長大橋の場合で、吊橋や斜張

橋の主塔基部あるいは鋼製橋脚庄部では、ここに述べる接手の考え方を準用して差し支えがないと思われる

引張ポルトがMいられることが極めて多い。

本治で述ぺる高カポルトによる長締め形式は、原擦接合がポルト軸力

によって生ずる摩掠力を利川するのに対し、ポルト釉力そのものを接合

に用いることから、高カポルトの性能を充分に発揮できることに加え、 [Rib 

暦1歴係数は 1より大きくなり得ないことからも、効平よく甜カポルトを Rib Plate 

活用しているといえる。さらに、吊橘や斜張橋の主塔にこれを採用する
End Plate., 

と、塔の外而を全く平坦にするこ とが可能で、美観上優れている主塔を

建設することができる。また、美観を求めることを目的として、現在主

塔の架設に現場溶接を採用することもあるが、開先M度、現場溶接のた

めの仮設備に加えて 一断而の全周溶接を行うのにかなりの日時が必要と

なる。このような箇所に高カポルト引張接合・長締め形式を採用すれば、

現場作業は設備も含めて極めて簡易であり、エ期は工事規模にもよるが

現IJ.l溶接と比ぺてかなり短縮することが可能である。また品閏管理の点 臣,~1 試験体の寸法・形状

からは、ポルトの張））の竹理のみで竹理に必汲な手HI!や経肝を節約する

ことができる。

2. 試験体および載荷形式

2 -l 試験体 試験体はSS41を川いて製

作し、両端にネジ部を持つ裔カポルト（ロッド）

で締め付けた。形状寸法を図一 ll Iおよび表一

l 3'に示す。ポルトの締め付け力は、現在摩9月

接合でJTfいるポルト帷力を特に改める理山は見

あたらないのでその数値を用いた。ポルトは丸

綱を川い、ナット・座金はF8TH20に対応するも

のを用いた。

2-2 載釦賦

喜］叫
(a)載荷パターン L

接触而）111エ前 接触面hll工後

ばUlf 誓っ t RI b BoBl o lln(情lonカ) 試駁体 'tt;:) /Rib Bo BI o l 111(惧loカn) <••> ●●) 

A・I Ill. 2 
I 0 I 0 

A・2 7. ll 

B・I I 11. 3 
I 0 2 5 

B-2 7. 3 B・2' I 0 26 7. ll 

C・I 111. II C・I' 25 I 0 I <I. 6 
26 I 0 

C-2 I 9. 0 

O・I I II. 2 D・I' I 11. B 
25 2 5 26 26 

D・2 I 7 4. D・2' I 7. 4 

表ー 1 試験体の分類
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(5) 稲梁部会

示す3バターンに加えて荷直の上限を初JUI卓貞カ

和の90%、下限を 10%とする 200万回片振り引

張載荷とした。

3. ポルト軸カ

3 -1 ポルトの付JJII軸カ ポルトに生ず

る付加軸力は、接手各部の剛性と接手の接触面

の状態によって変化する。実験によって得られ

た値を図ー 3~, ~, に示す。

3-2 ポルト藉力減少と軸力幅 ポルト

籍力減少は、荷重がポルト初期軸力の90%以下

であれば、その値は極めて小さく、図ー 4.,は

200万回載荷による藉力減少の一例である。
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図ー 3 荷重ーポルト軸）」関係

繰り返し数

3-3 モデルによる数値計算 数値計算用モデルとし I 10 10' 

て、図ー 5が示されている。 ））これは極めて簡1リ］なモデルで
on丁 E

あり、即lj性の評価を適切に行えばかなりよい推定を行うこと!1.0 
' 0  a 

゜ができる。しかし、 実汎1Jに用いた形状寸法の接手に川いる 1- ト
r O O 

一輯 2.0

当たっては若干の疑義がないわけではない カ
o 減 ・D-1'

4. 載荷による各部の応ヵ 盆3.oj : 糾
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絨荷された荷阻は、ポルト締め付けによる母材およびリプ （幻

内の圧縮力などと釣り合う。図ー 64 Iはリプの上端と下端の

単位幅当りの藉力の荷重載荷に伴う変化を、ひずみ分布測定値（端面仕上

げ後）から計算した結果である。上端では母材の荷阻負担が大きいが、下

端ではほぼ軸力の変化は一様になっている。園中の一点鎖線は、荷頂絨価

によって生じた応力が母材・リプの全断面積に一様に分布した場合、リプ

内に生ずる単位幅当りの籍力を示している。これより、接手の全断面積が

荷重に対して有効に働いていると判断できる。また、接手はポルト軸力の
図--5 接手のパネ慎換モデル

変化（図ー 3)とも考えあわせて、引張荷重と圧縮荷重のど

凶ー 4 杖餅繰り返し数
ーポルト軸力減少半OO係

l<e匹

畑oil S KR,bi 2 

ちらに対してもほぼ同等な性状を持つことがわかる。

5. むすび

道路橋示方醤で、使用に際して1月かとしなければならない

と述ぺている問題点に関し、主として実験的に得られた結果

の一部について述べた。数値解析結果とも合わせてこれらの

研究結果より、既に一部では実用に供されている引張ポルト

長締め形式は、それを一般的に用いる基本方針を確立しうる

ものと思われる。
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図ー 6 甜虹杖甜によるリプ内の輯））の変化
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